自由9 ニホンザルの分子生物地理学的研究(VI 共同利用研究 2.研究成果) by 吾妻, 健 & 川本, 芳
Title自由9 ニホンザルの分子生物地理学的研究(VI 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)吾妻, 健; 川本, 芳
Citation霊長類研究所年報 (1996), 26: 90-90
Issue Date1996-11-01
URL http://hdl.handle.net/2433/164810
Right
Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
自由5
アカゲザル頁甲骨動作解析からみた
ヒト頁甲胸部関節の重要性
田中直史 (大野記念病床 ･菟形),大槻仲春 (大
阪産大 ･教養),大久保衝 く大阪市大 ･医 ･整形)
<日的>アカゲザルに対 して冒甲骨の動作解析
をおこない,その絵具とこれまでおこなったヒト
との比較検討から考蕪を加えたので報告する｡
<方法>ナヵゲザル5頑に対 して全身麻酔下に1)
Ⅹ娘投影.2)肩甲骨韓に1.5AJLI-Tireを2本刺入
してビデオ投影,による動作解析をおこなった｡
<結果>挙上と水平運動ともに体幹に対する上肢
の動きの内訳は回申胸部関節が 1に対して回甲上
腕閲仲ははば 2.4-3.8であ1た｡
<考娯>直立二本足歩行を獲得 したヒトの月は基 ■
本肢他が下垂位となり,その主な役割は上肢を挙
上す'8こととな.?た｡そして遭遇する肩甲胸郭閑
EEi陣省や外傷の少なさ.解析の難 しさから整形外
科医はロ甲鵜井関の動作筋や関節自任はさほど重
安でなく.挙上以外では官は有甲上腕関節として
のみ解析する傾向にあった｡ しかしこれまでわれ
われはヒト回甲骨の動作解析から挙上以外のさま
ざまな動きでも,常に冒甲骨は上肢と協調連動を
とり,日甲鵬井関坤の重要性を指摘 してきた｡
今回.樹上運動をおこなうサルにおいても他動
的ではあるがヒトと同様に上肢に伴う宮甲骨の大
きな動きを確認できた｡直立とともにヒト冒甲骨
は背側へ移動したが,上肢を三次元的に使うため
にも,肩甲上浜関節に加え.冒甲胸郭開府も大き
な動きが必要であり,このことは進化の点から見
て手指の発達とともに鍵めて重要と考えられ.ヒ
ト肩の動作解析においても安易に肩甲胸郭関節を
無視するべきでないことが改めて示唆された｡
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自由9
ニホンザルの分子生物地理学的研究
吾妻健 (帯広音大 ･生物資源化学)､川本芳
(京都大 ･霊長類 ･集団退伝)
前年度では､骨片からのDNAの抽出方法とし
てフェノール法が安定した抽出法であることを紺
告したが.今回.さらに俵れた方法を開発し.試
みたすべての骨片からPCR法によりDNA増幅に成
功したので､その方法と得られた結果について和
昏する.ます､骨をアルコ ルーで拭いた後.表面
をメスで削りとり.表面の付着DNAを除く.次に
ドリルで削り粉末にする｡回収した粉末は0.5Mの
EDTA 申H7.5)で3回洗浄後､10Lng/mlプロテネ
ースKと10%ラウリルサルコシル浴液にて-晩振
落保温する.その後､3回フェノー ル抽出を行い.
centricon30で良桐した後､回収された溶紋をPCR
に供する.今回使用した減骨は.高浜 (MLr505
#3467).高崎山 (Mff10230#2155:野生).
志賀 (Mだ10238#2163:野生).屋久島 (hW
IO521#3155:野生)､福井県小浜市 (Mq
10768#4064:野生)の5個体からのものである.
また今回使用したミトコンドリアDNAのD･ループ
のプライマーはforwardとして mdrL:5'ATCAC
GGGTm TCACCm 3㌧ mdr-99:5■℡AGCG
ACTCCCACCACAT3I. backvardとしてmdr-
341:5'GTm TGAAGGTCGGAGA3'の3つであ
る.ますmdr-Lとmdr-甲を用いて､第-回PCRを
行い.第一回で増幅の程度の低いものは.mdrl.と
ndr-糾こより第二回PCRを行った.その結果､今
回使用した5個体すべてから増帽することができ
た.またその一部のシーケンスを試みたところ,
ニホンザルのものと一致した.
